
つながる はじまる なかの を目指して

～ 孤独・孤立対策の取組 ～

２ ０ ２ ５ ． ８ ． １ ２ 資 料

地域包括 ケ ア 推 進課長 池内 明 日 香



中野区の人口密度

面積 15.59㎢

人口密度 22,122人/㎢

令和２年 国勢調査

人口数 ３４１，３２２人
中野区住民基本台帳 令和7年1月1日現在

人口密度 全国第２位
第１位 豊島区



中野区・全国の比較

中野区住民基本台帳 令和7年1月1日現在
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男:172,721人 女:168,601人

出展：GD Freak！2025年の人口ピラミッド（予測）

男:5988.2万人 女:6338万人

全国（１２３，２６２，０００人）

２０～３０歳代
人口が多い



出典：中野区資料

注１ 各年１月１日現在

中野区人口及び世帯数



２０歳代、３０歳代 ６５歳以上、７５歳以上

〇20～30歳代の若い単身者の転入・転出者が多い傾向が続く

●総人口に対する２０～３０歳代の割合はここ数年３０～４０％を占める

出典：中野区資料

注１ 各年１月１日現在

年代別割合 ～中野区は若者が多い～

●６５歳以上の高齢者の割合は２０％を少しきる感じで横ばい

〇75歳以上の後期高齢者人口・・・人口比11.4%と増加傾向



増えていく単独世帯

令和２年国勢調査
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孤独・孤立と死亡リスク

2024年8月「10年後を見据えた中野区ノの少子高齢化の課題を解決できるまちづくりのポイント」つくば大学久野教授資料より



①あなたは、自分には人とのつきあいがないと感じることがありますか。

②あなたは、自分は取り残されていると感じることがありますか。

③あなたは、自分は他の人たちから孤立していると感じることがありますか。

孤独感が「しばしばある・常にある」「時々ある」「たまにある」人が 39.3%

あなたはどの程度、孤独であると感じることがありますか。

設 問

8孤独・孤立の実態把握に関する全国調査（令和５年）より①

孤独感が「10〜12点（常にある）」「7〜9点（時々ある）」の人が47.0%

出典：内閣府孤独・孤立対策推進室

約４～５割の人が孤独を感じている

設 問



同居していない家族や友人との会話は、

「全くない」が約 1 割、「月に 1 回程度以下」が約4割

問4

同居していない家族や友人たちと直接会って話す頻度は？

9

9.2 16.1 15.2 10.1 14.0 13.4 16.3 5.8

ｎ

令和５年(11,141)

出典：内閣府孤独・孤立対策推進室

中野区には単独世帯が多いということは・・

設 問

孤独・孤立の実態把握に関する全国調査（令和５年）より①

単身者の
孤独・孤立化傾向



出典：令和元年台風19号に係る被害状況等について（10月13日5時時点）東京都防災ホームページより

発災時に顕著化した課題

中野区は

１５か所の

区民活動センターを

避難所として開設し

２７０名の避難者を受入れ

避難者の傾向 ２０代単身者、日本語を話せない外国人
ペット同伴、ワンオペ子育て者 等

情報がない、地域に頼れる人がいない 孤立・不安感



～あなたはSOSを発信できますか？～
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男性 1 5～ 2 9歳

男性 3 0～ 4 9歳

男性 5 0～ 6 4歳

女性 1 5～ 2 9歳

女性 3 0～ 4 9歳

女性 5 0～ 6 4歳

孤立していると感じる度合い

全く感じない ほとんど感じない ときどき感じる 常に感じる 不明

令和2年度暮らしの状況と意識に関する調査報告書（令和3年5月；中野区）

ときどき
＋常に感じる
＝31.9%

＝33.9%

中野区独自の調査
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「あなたはひとりじゃない」

ウェブサイト

「孤独・孤立対策強化月間」

ウェブサイト

令和５年５月 孤独・孤立対策推進法の成立
令和６年４月  施行

令和４年７月 孤独・孤立相談ダイヤルの試行

令和６年６月 法に基づく、
孤独・孤立対策重点計画の決定

出典：内閣府孤独・孤立対策推進室

政府の動き



➢ 孤独（主観的概念）…ひとりぼっちと感じる精神的な状態。
「望まない孤独」が問題。

➢ 孤立（客観的概念）…社会とのつながりや助けのない又は少
ない状態。

➢ 「人間関係の貧困」とも言える孤独・孤立の状態は、心身の
健康面への深刻な影響や経済的な困窮等の影響も懸念され、
命に関わる問題。 

孤独・孤立とは

当事者の例

生活困窮状態の人、ひきこもりの状態にある人、メンタルヘルス
の問題を抱える人、妊娠・出産期の女性、子育て期の親、ひとり
親、新型コロナウイルス感染拡大に起因する不本意な退職や収入
減など様々な困難や不安を抱える女性、DV等の被害者、こども・
若者、学生、不登校の児童生徒、中卒者や高校中退者で就労等を
していない人、独居高齢者、求職者、中高年者、社会的養護出身
の人、非行・刑余者、薬物依存等を有する人、犯罪被害者、被災
者、心身の障害あるいは発達障害等の障害のある人や難聴等の人、
難病等の患者、外国人、在外邦人、ケアラー、LGBTQの方等
ただし、孤独・孤立は誰にでも起こり得ることから、孤独・孤立
対策はすべての国民が対象

孤独・孤立対策の基本方針

1. 孤独・孤立に至っても支援を求める声を上げやすい社会とする
① 孤独・孤立の実態把握
② 支援情報が網羅されたポータルサイトの構築、タイムリーな

情報発信
③ 声を上げやすい・声をかけやすい環境整備

2. 状況に合わせた切れ目のない相談支援につなげる
① 相談支援体制の整備
② 人材育成等の支援

3. 見守り・交流の場や居場所を確保し、人と人との「つながり」を
実感できる地域づくりを行う

① 居場所の確保
② アウトリーチ型支援体制の構築
③ 保険者とかかりつけ医等の協働による加入者の予防健康づく

りの推進等
④ 地域における包括的支援体制の推進

4. 孤独・孤立対策に取り組むNPO等の活動をきめ細かく支援し、
官・民・NPO等の連携を強化する

① 孤独・孤立対策に取り組むNPO等の活動へのきめ細かな支援
② NPO等との対話の推進
③ 連携の基盤となるプラットフォームの形成
④ 行政における孤独・孤立対策の推進体制の整備

内閣官房HP：孤独・孤立対策の重点計画（令和4年12月26日改定；孤独・孤立対策推進会議決定）
２８

孤独・孤立対策の重点計画より
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孤独・孤立対策の基本方針

内閣官房HP：孤独・孤立対策の重点計画（令和4年12月26日改定；孤独・孤立対策推進会議決定）

中野区で

この取組みは、もう始まっています
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ここに住むだけで自然と健幸になれるまちづくり

少子高齢化・人口減少が急速に進む中、高齢になっても地域で健幸に暮らせる社会を実現



都市の健幸づくり 人の健幸づくり

まちのにぎわい

公共交通の充実

外出したくなる施設

生活習慣病リスク

運動・食習慣

こころの健康

ヘルスリテラシー

ソーシャルキャピタル

快適な歩行空間

社会参加

スマートウェルネスシティに必要な要件



スマートウェルネスシティ中野構想

住民の誰もが参加し、「ウェルネス（＝健幸：個々人が健康かつ生きがいを持ち、 
安心安全で豊かな生活を営むことのできること）」のまちづくりをめざす考え方

つながる人
はじまる健康

歩きたくなるなかの

● 健康づくり＝ヘルスリテラシーの向上

● つながりづくり＝ソーシャルキャピタルの醸成

● まちづくり=歩きたくなる魅力あるUDのまち

（案）



～令和５年度【内閣府】孤独・孤立対策に関する地域連携推進モデル事業～

◆ FACE DUOの体験会

◆ 基調講演で壇上に立つ『OriHime』

孤独・孤立フォーラム ヤングケアラーアニメ制作 孤独・孤立官民連携プラットフォーム

● つながりづくり＝ソーシャルキャピタルの醸成

人と人が繋がり、新たな活力が生み出されるまちへの取り組み

孤独・孤立対策



令和６年１月に創設

【協定締結事業者】

ヘルスケア関連の企業やNPO法人、大学、居住支援法人など協定締結。
（令和７年７月現在、２６事業者）

地域貢献活動の取組、地域のネットワークへの参加を促進

● 中野健幸どまんなか市の企画・運営、コンテンツ提供

● 地域包括ケア推進会議 孤独・孤立対策部会にオブザーバー参加

● 協定事業者による実証実験等への協力

【協定のメリット】

● つながりづくり＝ソーシャルキャピタルの醸成

人と人が繋がり、新たな活力が生み出されるまちへの取り組み

地域包括ケア推進パートナーシップ協定



地域包括ケアや健康に関する
サービス、情報提供の場

～スマートウェルネスシティのプロモーションの一環～

● つながりづくり＝ソーシャルキャピタルの醸成

人と人が繋がり、新たな活力が生み出されるまちへの取り組み

中野健幸どまんなか市
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